
ライトブルー賞を受賞 

 千葉ＹＭＣＡ船橋地域デポは、2005年から継続

実施してきた障がい者理解体験教室の貢献を認め

られて、千葉県青少年総合対策本部長から育成功

労の部（団体）でライトブルー賞を受賞しました。 

 

 表彰式は、2月8日（土）に千葉市中央区の蘇我

コミュニティセンターで行われ、私（槇）が代表

として千葉県副知事から賞状と記念品を授与され

ました。千葉県知事の森田健作氏は不在でした。 

 

 障がい者理解体験教室の実施に当たっては、毎

回多くのボランティアの方々のご協力をいただい

ており、皆様とともにこの受賞を喜びたいと思い

ます。 

障がい者理解体験教室を開催 

2020年1月17日（金）に飯山満小学校で、障がい者

理解体験教室を開催しました。対象は5年生120名

で車いす体験、視覚障がい体験および高齢者疑似

体験を行いました。 

ご協力いただいたボランティアの方々は、車椅

子レクダンス協会矢車草のメンバー11名、二宮・

飯山満地区社会福祉協議会のボランティア7名、ボ

ランティアサロンふなばしのメンバー3名、ボラン

ティアセンターのスタッフ2名と千葉ＹＭＣＡの

ボランティア4名でした。 

 

《飯山満小の車いす体験の様子です》 

車いす体験は、介助される人と介助する人を交

互に経験したあと、一人で車いすを操作する自走

体験も行います。 

 
《飯山満小の視覚障がい体験の様子です》 
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 記念品の盾は、高

さ 13ｃｍのアクリ

ルガラス製です。こ

の受賞は、船橋市ボ

ランティアセンター

が船橋市に推薦して

くれ、船橋市が千葉

県に推薦してくれ

て、県の評価委員会

で採択された結果で

す。 



 視覚障がい体験は、アイマスクをして介助者の

手首を軽くつかんで白杖を使って階段の昇り降り

を体験します。 

 

《飯山満小の高齢者疑似体験の様子です》 

高齢者疑似体験は、両手首・両足首に錘をつけ

て、手の肘と脚の膝に動きを悪くするサポーター

を巻き、白内障を模擬した視野の狭くなるめがね

を掛けて、杖をついて障害物の上を歩きます。 

 

《飯山満小の車いすダンスの様子です》 

車いすダンスは車椅子レクダンス協会矢車草の

メンバーによる模範演技のあと、全員で踊ります。 

 

《飯山満小の障がい者の講話の様子です》 

 体験教室の最後は、日常の生活を車いすで送っ

ている方々から、困っていること、助けてもらっ

て嬉しかったことなどのお話を聞きます。 

今年のチャリティーラン 

 今年の千葉ＹＭＣＡインターナショナル・チャ

リティーランは、10月17日（土）に船橋市運動公

園で開催されます。 

昨年のチャリティーランは、台風19号の直撃を

うけて中止になりましたが。皆様から頂いた益金

で、船橋市の発達に凸凹のあるこどもたち22名を

招待して2019年11月23日～24日の日程で第3回ほ

っこり、にっこりわんぱくキャンプを開催するこ

とができました。ご協力をいただいた皆様に感謝

申し上げます。 

今年こそ実施できるように、多くの方々の参加

とスポンサーシップをお願い申し上げます。 

ふなばし市民活動フェアへ参加 

 

《ふなばし市民活動フェアのＹＭＣＡパネル》 

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの１月、２月の活動記録です。 

・1月 17日（金）飯山満小障がい者理解体験教室 

・1月 17日（金）ビジョン委員会 

・1月 21日（火）常議員会 

・2月 1日（土）ふなばし市民活動フェア 

・2月 8日（土）ライトブルー賞表彰式 

・2月 26日（水）ＹＭＣＡピンクシャツデー 

編集後記 

障がい者理解体験教室は、これまでに96回開催

され、12,300名をこえる小中学生が貴重な体験を

しました。この度のライトブルー賞受賞を励みに

続けていきたいと思っています。     (槇) 

2 月 1 日（土）に

船橋駅前のフェ

イスビルの市民

活動サポートセ

ンターで開かれ

た船橋市主催「ふ

なばし市民活動

フェア」に参加し

ました。今年も、

ブース出展はや

めパネルのみの

出展にしました。

参加者は 600 名

あったそうです。 


